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地域支援活動の依頼や地域での講演の問い合わせなど，

鹿児島大学大学院臨床心理学研究科専門職大学院支援室

〒890-OO65鹿児島市郡元1丁目21-30

直通電話：099-285-7555ＦＡＸ：099-285-3907

、､１，

下記までお気軽にご連絡ください。

Coiumn専門職大学院支援室の紹介

「専門職大学院支援室」は，鹿児島大学郡元キャ

ンパスの総合教育研究棟1階にあります。

鹿児島大学の専門職大学院である臨床心理学研

究科と司法政策研究科（ロースクール）が共同運用

をしており，両専門職大学院の教育と研究に対す
る支援を行っています。

本支援室は，臨床心理学研究科と協働し，以下

の活動を行ってきました。

2008～2009年には，九州大学大学院と協働で

研究プロジェクト（専門職GP）を展開し，「臨床

心理実習における客観的評価方法の構築」という

テーマで研究活動を行いました。そのため，ス

タッフとして助教（特任）１名，事務員１名が配置

されました。

このプロジェクトにおいて本支援室は，教員ス

タッフが地域に出向いて対人援助職をエンパワメ

ントするため，講演・研修・相談活動などをマネ

ジメントし，地域の行政などの機関と大学を繋ぐ

パイプ役としての務めを果たしました。

２０１３年には，これまでの地域支援活動が，大学

本部に認められ，臨床心理学研究科の教育・研究

に必須の活動として位置づけられました。

現在，本支援室には非常勤臨床心理士1名と，事

務補佐員2名が配置されています。チームワークを

大切にしながら日々活動しています。
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このプロジェクトにより，臨床心理実習に関する

客観的評価表の作成などが行われました。本支援

室の活動は，全国で約160校ある臨床心理士養成

大学院での実習評価モデルの構築に対して，大き

く貢献しました。

２０１０～２０１２年には，文部科学省より「地域支

援の臨床実践と実務教育を架橋した新たな『実践

型教育プログラム』の開発」と題した教育研究プ

ロジェクトが採択され，その展開のために，助教

（特任）１名，非常勤臨床心理士１名，事務員１

名が配置されました。

専門職大学院支援室スタッフと

地域支援プロジェクトチーム
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蕊ぐ専門職大学院支援室地域と大学を

GrqcIuqfeSchoolofCIinにｑＩ

_鋼＃#’
ＵＲＬ：http://www.|ehkagoshima-u､acJp/kumcp/csp／

お問合わせ時間：平日１０:OO～１７:ＯＯ
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